
均

制

成

田

の

均
田
制
・
三
長
制
の
施
行
と
豪
族
吐
曾

(ー〉

均
田
制

・
三
長
制
と
豪
族
勢
力

均
田
制
は
太
和
九
年
(
怠
印
)

十
月
丁
未
の
詔
に
よ
っ
て
護
布
さ

れ
た
。
ー朕

承
乾
在
位
十
有
五
年
、
毎
賢
先
王
之
典
、
短
縮
百
氏
、
儲
畜

既
積
、
繋
元
永
安
、
霊
童
季
葉
、
斯
道
陵
替
、
富
強
者
弁
粂
山

淳
、
貧
弱
者
室
絶
一
塵
、
致
令
地
有
遺
利
、
民
無
徐
財
、
或
争

畝
酔
以
亡
身
、
或
因
畿
僅
以
棄
業
、
市
欲
天
下
太
平
、
百
姓
盟

足
、
安
可
得
哉
J

今
遺
使
者
、
循
行
州
郡
、
輿
牧
守
、
均
給
天
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下
之
田
、
還
受
以
生
死
震
断
、
動
課
農
桑
、
輿
富
民
之
本

(
貌
書

山
円
高
祖
紀
)

立

(下)

堀

敏

こ
の
詔
は
あ
き
ら
か
に
全
文
で
な
い
が
、
均
田
制
の
原
因
と
し
て
、

主
と
し
て
富
強
者
の
山
海
猫
占
と
貧
弱
者
の
鱒
落
を
あ
げ
て
い
る。

古
来
均
田
制
施
行
の
動
機
を
な
し
た
と
俸
え
ら
れ
る
李
安
世
の
上
疏

五

を
の
せ
る
に
際
し
て
、
貌
書
三
李
安
世
俸
も
、
「
時
に
民
困
し
み

飢
え
て
流
散
し
、
豪
右
多
く
占
奪
す
る
も
の
あ
り
」
と
説
明
を
く
わ

え
て
い
る
。
均
田
制
は
土
地
が
あ
ま
っ
て
い
る
情
勢
の
も
と
で
お
こ

な
わ
れ
た
の
で
、
豪
族
の
粂
併
を
お
さ
え
る
た
め
で
は
な
い
と
い
う

設
も
あ
る
が
、
「
地
に
遺
利
あ
り
」
と
い
う
言
葉
は
、
前
に
も
説
明

し
た
が
、
、
園
家
的
な
政
策
の
立
場
か
ら
い
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ

て
、
か
な
ら
ず
し
も
無
主
の
土
地
が
い
く
ら
で
も
あ
ま

っ
て
い
る
と

均
田
制
は
園
初
の
計
口
受
田
制
と
ち
が
っ

pa 

い
う
い
み
で
は
な
い
。

て
、
上
に
の
ベ
て
き
た
よ
う
に
、

一
般
州
郡
民
を
封
象
と
す
る
段
階

で
あ
ら
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
地
方
の
寅
擢
を
に
ぎ
っ
て
い
る
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の
は
豪
族
勢
力
で
あ
っ
て
、
以
下
に
も
の
べ
る
よ
う
に
、
豪
族
と

般
人
民
と
は
き
り
は
な
さ
れ
た
存
在
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ

え
均
田
制
が
豪
族
勢
力
に
針
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
嘗

然
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

右
の
均
田
制
施
行
の
詔
に
は
、
使
者
を
州
郡
に
波
遺
し
て
牧
守
と

と
も
に
給
田
を
お
こ
な
う
と
い
う
、

一
躍
具
瞳
的
な
寅
施
の
方
法
が

記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
均
田
制
が
賞
効
あ
る
も
の
と
な
る
た
め
に

は
、
そ
れ
よ
り
四
カ
月
後
の
太
和
十
年
二
月
甲
戊
に
施
行
さ
れ
た
三

長
制
を
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
。
と
い
う
の

は
、
均
田
制
は
右
の
よ
う
に
一
般
農
民
を
封
象
と
す
る
の
で
あ
る
か

ら
、
ま
ず
一
般
農
民
を
把
握
す
る
た
め
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
な
け
れ

ギ
i
h

工
‘つ
工
、
。

'v・7
p
v一
・7

L

三
長
制
に
よ

っ
て
五
家
が
隣
、
五
隣
が
里
、
五
里
が
黛

に
組
織
さ
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
長
に
よ
っ
て
戸
籍
が
つ
く
ら
れ
て
農

民
家
族
と
土
地
が
把
握
さ
れ
て
、
は
じ
め
て
土
地
の
還
受
と
租
調
の

徴
集
が
可
能
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
均
田
制
が
霊
布
さ
れ
た
の
は
太

和
九
年
十
月
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
戸
籍
や
租
調
の
制
度
は
、
四
カ
月
後

の
三
長
制
と
と
も
に
施
行
さ
れ
て
い
る
。

三
長
制
は
給
事
中
李
沖
の

上
言
に
よ
っ
て
貫
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
親
書
一
4

李
沖
俸
は
そ

の
こ
と
を
説
明
し
て
、

奮
無
三
長
、
惟
立
宗
主
督
護
、
所
以
民
多
隠
冒
、

五
十
・
一
二
十

家
、
方
震
一
戸
、
沖
以
、
三
正
治
民
、
所
由
来
遠
、
於
是
創
三

長
之
制
而
上
之
、一一

と
し
し
、
親
書
O
食
貨
志
は
同
様
の
こ
と
を
、

競
初
不
立
三
長
、
故
民
多
蔭
附
、
蔭
附
者
皆
無
官
役
、
豪
彊
徴

¥ 

数
、
倍
於
公
賦
、

と
説
明
し
た
の
ち
に
、
李
沖
に
よ
る
三
長
制
の
創
設
に
及
ん
で
い
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
三
長
制
以
前
に
は
政
府
の
税
役
を
の
が
れ
て
豪
族

の
私
的
保
護
下
に
入
る
も
の
が
多
か

っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
三
長
制

-52-

の
針
決
す
る
も
の
が
こ
の
よ
う
な
豪
族
瞳
制
で
あ

っ
た
こ
と
を
し
め

し
て
い
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
従
来
は
宗
主
を
立
て
て
人
民
の
督

護
に
任
じ
て
い
た
こ
と
、
質
際
は
五
十
・
三
十
の
家
々
が
一
戸
を
形

成
す
る
吠
態
で
あ
っ
た
こ
と
、
豪
族
ら
が
公
賦
に
倍
す
る
牧
奪
を
お

こ
な
っ
て
い
た
こ
と
等
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
が
断
片
な
が

ら
、
首
時
の
豪
族
韓
制
を
知
る
手
が
か
り
に
な
る
と
お
も
わ
れ
る
の

で
、
以
下
に
こ
れ
ら
の
貼
を
た
ち
い

っ
て
考
察
し
て
み
た
い
。

、1
ノ一一

f
h
¥
 

豪
族
吐
曾
の
考
察
、

そ
の
共
同
盟
的
側
面
と

地
主
制
的
側
面

ま
ず
「
宗
主
を
立
て
て
督
護
す
」
の
宗
主
と
は
ど
の
よ
う
な
い
み



で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
北
史
一
一
一
李
霊
停
只

慌
租
弟
顕
甫
、
ョ
豪
侠
知
名
、
集
諸
李
敷
千
家
於
股
州
西
山
、

開

李
魚
川
、
方
五
六
十
里
、
居
之
、
顕
甫
震
其
宗
主
、

と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、
李
顕
甫
は
諸
李
数
千
家
の
宗
主
に
な

っ
た
の

で
あ
る
か
ら
、
宗
主
と
は
宗
族
の
統
率
者
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
。
通

典
三
所
引
関
東
風
俗
俸
に
、
首
時
の
中
原
の
諸
豪
族
を
さ
し
て
、

「
諸
の
此
の
如
き
輩
、
一
一宗
高
室
な
ら
ん
と
す
る
に
近
く
、
煙
火
連

接
、
屋
を
比
べ
て
居
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
嘗
時
の
豪
族
で
は
宗
族

の
粟
居
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
宗
主
と
同
じ
よ
う
な
い

み
で
、
宗
首
・
宗
正
等
の
語
も
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

右
の
李
魚
川
の
諸
李
数
千
家
と
宗
主
と
の
関
係
が
具
韓
的
に
ど
の

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
李
顕
甫
の
手
元
忠
の
場
合
に
う
か
が

わ
れ
る
。
北
史
一
ニ
李
元
忠
俸
に
、

(
一
)
~家
素
富
V

在
郷
多
有
出
貸
求
利
、
元
忠
焚
契
免
責
、
郷

人
甚
敬
之
:
:
:
つ
一
)
及
菖
築
起
、
元
忠
率
宗
黛
、
作
量
以
自

保
、
坐
於
大
槻
樹
下
、
前
後
斬
達
命
者
、
凡
三
百
人
、
賊
至、

元
忠
轍
却
之
、

と
あ
る
。
こ
こ
に
郷
人
と
あ
る
の
は
、
宗
族
の
下
も
し
く
は
周
透
に
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事
在
す
る
同
郷
の
人
々
を
さ
し
、
嘗
時
の
豪
族
勢
力
は
し
ば
し
ば
宗

族
・
郷
人
、
宗
族
・
郷
黛
等
の
語
で
し
め
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

(

一

)

は
李
家
と
郷
人
ら
と
の
あ
い
だ
が
債
務
関
係
で
結
ぼ
れ
て
い
た
が
、

元
忠
は
そ
の
契
約
書
を
焚
い
て
債
権
を
破
棄
し
た
話
で
あ
り
、
(
二
)

は
北
貌
末
の
能
時
に
、
元
忠
が
宗
族
・
郷
黛
を
ひ
き
い
て
自
営
圏
を

つ
く
っ
た
話
で
あ
る
。
(
一
)
と
同
様
な
話
が
一
族
の
李
土
謙
に
つ

い
て
も
あ
る
。
情
書
世
李
士
謙
一
停
に
、

其
後
出
粟
数
千
石
、
以
貸
郷
人
、
値
年
穀
不
登
、

債
家
無
以

償
、
皆
来
致
謝
、
士
謙
回
、

吾
家
徐
粟
、
本
国
振
贈
、

量
求
利

哉
、
於
是
悉
召
債
家
、
信
用
設
酒
食
、
封
之
矯
契
、
日
債
了
失
、

- 53一

孝
勿
震
念
也

:
:
:
他
年
叉
大
飢
、

士

謙
馨
喝
家

資
、
震
之
膿
粥
、
頼
以
全
活
者
賂
高
計
、
牧
埋
骸
骨
、
所
見
無

遺
、
至
春
叉
出
粧
種
、
分
給
貧
乏
、

多
有
死
者
、

と
あ
る
。
こ
の
場
合
は
凶
年
に
債
擢
を
破
棄
し
た
ば
か
り
で
な
く
、

資
産
を
つ
く
し
て
郷
人
の
救
済
に
あ
た
り
、
翌
春
に
は
種
子

・
食
糧

を
貧
人
に
分
け
あ
た
え
た
と
い
う。

こ
の
よ
う
な
話
が
車
な
る
美
談
と
し
て
す
ご
さ
れ
な
い
の
は
、
そ

こ
に
豪
族
世
曾
の
俸
統
的
な
特
色
の
一
端
が
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に

お
も
え
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
か
の
ぼ
っ
て
漢
代
の
豪
族
焚
氏
の
例
と

比
較
し
て
み
よ
う
。
費
託
は
南
陽
の
著
姓
で
、
三
世
間
居
の
大
家
族
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を
営
み
、

ん
だ
と
い
わ
れ

「
世
主
農
稼
を
善
く
し
、
貨
殖
を
好
」

る
。
多
数
の
奴
隷
と
国
土
を
も
ち
、
養
魚
・
牧
畜
を
も
か
ね
て
、
多

角
的
で
か
つ
自
給
自
足
的
な
経
営
を
大
規
模
に
お
こ
な
っ
て
い
た
。

周
透
の
農
民
た
ち
と
の
あ
い
だ
に
は
債
務
開
係
を
と
り
む
す
ん
で
い

た
が
、
前
漢
の
末
の
焚
重
は
死
に
際
し
て
契
約
書
を
焚
い
て
債
権
を

破
棄
し
た
と
い
う
。
彼
は
村
落
の
濯
概
施
設
を
つ
く
り
、
三
老
と
し

て
官
僚
制
の
末
端
に
つ
ら
な
り
、

そ
の
子
の
焚
宏
は
王
葬
の
範
時
、

「
宗
家
親
腐
と、

営
塑
を
作
り
て
守
り
、
老
弱
こ
れ
に
蹄
す
る
者
千

徐
家
」
で
あ

っ
た
と
い
う
(
後
豊
二
一
総
会宏一
侍〉
。
こ
れ
は
豪
族
祉
曾

の
一
層
詳
細
な
見
と
り
固
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
ひ
き
だ
す

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
ま
ず
村
落
の
生
産
や
自
治

自
衛
の
面
で
、
豪
族
の
役
割
が
非
常
に
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ

う
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。

豪
族
と
郷
人
と
の
あ
い
だ
に
存
在

し
た
慣
務
闘
係
に
つ
い
て
も
、
車
な
る
高
利
貸
的
牧
奪
の
面
の
み
を

み
る
の
は
正
し
く
な
く
、
そ
こ
に
は
郷
人
の
轄
落
を
保
護
し
、
生
活

を
救
済
し
よ
う
と
す
る
配
慮
が
み
ら
れ
る
貼
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
さ
き
の
李
土
謙
の
こ
と
を
そ
の
妻
が
、

「
参
寧
卒
生
施
を

好
む
」
と
表
現
し
た
の
は
、
生
産
の
面
で
も
つ
豪
族
の
か
か
る
機
能

か
ら
生
ま
れ
た
精
神
的
態
度
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

豪
族
の
も
つ
地
域
防
衛
の
役
割
は
、
漢
帝
園
崩
壊
後
の
混
凱
、
と

り
わ
け
永
嘉
の
範
時
に
旗
大
し
た
の
で
、
そ
れ
に
関
連
す
る
史
料
が

多
い
。
そ
の
な
か
で
こ
の
時
期
の
自
衛
集
園
の
機
造
を
も
っ

と
も
よ

く
し
め
す
も
の
を
つ
ぎ
に
あ
げ
よ
う
。
ま
ず
後
漢
末
右
北
卒
の
田
鴎

の
集
固
に
つ
い
て
、
貌
志
一
回
一
時
停
に
、

(一

〉
鴎
得
北
筒
、

率
翠
宗
族
他
附
、
従
数
百
人
:
:
:
途
入
徐

無
山
中
、

営
深
険
卒
倣
地
而
居
、
弼
耕
以
養
一父
母
、
百
姓
蹄

之
、
数
年
間
、
至
五
千
徐
家
、

(
二
)
時
謂
其
父
老
日
、
諸
君

不
以
晴
不
宵、

遠
来
相
就
、
衆
成
都
邑
、
而
莫
相
統
一
、
恐
非
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久
安
之
道
、
願
推
揮
其
賢
長
者
、

以
震
之
主
、
皆
目
善
、
同
食

推鴎・・・・
・・
会
己
鴎
乃
魚
約
束
、

相
殺
傷
犯
盗
誇
訟
之
法
、

法
重
者
至
死
、
其
次
抵
罪
、
二
十
鈴
燥
、
叉
制
帰
婚
姻
嫁
安
之

曜
、
輿
奉
撃
校
講
授
之
業
、
班
行
其
衆
、
衆
皆
便
之
、

と
あ
り
、
つ
ぎ
に
西
菅
末
陽
相官
の
庚
衰
の
集
固
に
つ
い
て
、

音
堂
百

川

庚
衰
俸
に
、

(
一
)
衰
乃
率
其
同
族
及
庶
雄
、
保
子
高
山
:
:
:
(
二
)
衰
日

-・・
・
・
古
人
有
言
、
千
人
緊
而
不
以
一
人
魚
主
、
不
散
則
凱
会
、

賂
若
之
何
、
衆
日
善
、
今
日
之
主
、
非
君
而
誰
:
:
:
〈
三
)
乃

誓
之
日
、
無
侍
除
、
無
枯
範
、
無
暴
都
、
無
抽
屋
、
無
樵
採
人



所
植
、
無
謀
非
徳
、
無
加
非
義
、
裁
力
一
心
、
同
倒
危
難
、
衆

威
従
之
、
於
是
峻
険
脆
、
杜
醸
径
、
修
壁
潟
、
樹
藩
障
:
:
:

。一

γ
使
邑
推
其
長
、
里
推
其
賢
、
而
身
率
之
、

と
あ
る
。
こ
れ
ら
は
山
険
に
防
壁
を
築
い
て
自
衛
す
る
集
固
で
、
そ

の
長
は
し
ば
し
ば
鳴
主
と
よ
ば
れ
、
あ
る
い
は
一
般
に
村
と
よ
ば
れ

る
あ
た
ら
し
い
集
落
を
形
成
す
る
場
合
が
多
い
も
の
と
考
え
ら
れ

る。

(
一
)
そ
の
集
圏
の
中
核
は
「
宗
族
・
他
附
」

「
同
族
及
び
庶

姓
」
を
ひ
き
い
た
俸
統
的
豪
族
で
あ
り
、
た
と
い
他
郷
か
ら
蹄
付
し

た
民
衆
も
多
い
と
し
て
も
、

そ
れ
ら
は
父
老
に
ひ
き
い
ら
れ
た
嘗

来
の
郷
里
に
お
け
る
関
係
を
も
ち
こ
ん
で
い
る
と
お
も
わ
れ
る
。

つ
一
〉
注
目
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
集
圏
の
長
が
父
老
の
推
戴
を
う
け

(
二
)
さ
ら
に
そ
の
父

る
と
い
う
形
式
を
と
っ
て
成
立
じ
て
お
り
、

老
ら
も
、
庚
衰
停
に
よ
れ
ば
、
邑
里
の
推
戴
を
え
て
い
る
と
お
も
わ

れ
る
こ
と
で
あ
る
。

。
ニ
)
こ
の
よ
う
に
し
て
成
立
し
た
長
が
、
約

束
あ
る
い
は
誓
を
制
定
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
は
じ
め
て
集
圏
の
強

固
な
秩
序
が
形
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
豪
族
的
秩
序
の

も
つ
共
同
盟
的
側
面
が
反
映
し
て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
増
淵
龍
夫

ω
 

氏
が
指
摘
し
て
い
る
。
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同

」
の
時
期
の
自
衛
集
圏
が
豪
族
を
中
心
と
し
て
成
立
し
、

し
か
も

そ
の
長
が
衆
に
よ
っ
て
擁
立
さ
れ
た
こ
と
を
し
め
す
史
料
は
ほ
か
に

も
多
い
の
で
あ
る
が
、

た
と
え
ば
高
卒
の
郡
襲
は
卒
生
「
州
中
の

士
」
に
恩
義
を
あ
た
え
た
の
で
、
永
嘉
の
凱
時
か
れ
ら
の
財
政
的
援

助
を
え
た
が
、

そ
れ
を
つ
宗
族
及
び
郷
曲
」
に
施
し
た
の
で
、
人
々

は
か
れ
を
推
し
て
主
と
し
、
千
絵
家
を
あ
げ
て
魯
の
曙
山
に
こ
も
っ

た
と
い
う
(
著
書

協
同
停
〉
。ま
た
活
陽
の
租
愁
は
穀
自
を
散
じ
て
貧

人
を
救
っ
た
の
で
、
「
郷
黛
・

宗
族
」
は
こ
れ
を
重
ん
じ
、
永
嘉
の

靴
に
敷
百
家
と
と
も
に
准
南
に
避
難
し
た
と
き
、
人
ー々
は
か
れ
を
推

し
て
「
行
主
」
と
し
た
と
い
う
(
重
二
一
同
停
〉
北
貌
の
と
き
博
陵

の
崖
挺
は
四
季
に
「
郷
人
父
老
L

に
書
を
お
く
つ
て
慰
問
し
て
い
た
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「
州
間
」
ーこ
れ
に
親
附
し
、
貌
末
の
飽
が
お
こ
る
と
そ
の
子

の
孝
演
は
、

宗一腐
を
ひ
き
い
て
郡
城
を
守
っ

た
と
い
う
(
貌
害

国
雀

挺
侍
〉
。
こ
れ
ら
は
あ
き
ら
か
に
宗
族
・
郷
黛
(
郷
曲
・
郷
人
)
に
た
い

の
で
、

す
る
さ
き
に
も
の
べ
た
よ
う
な
卒
時
の
配
慮
が
、
戦
時
の
擁
立
に
つ

な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
し
め
す
も
の
で
あ
る
。
さ
き
の
宗
主
は
字
義

か
ら
い
え
ば
宗
族
の
主
長
を
さ
す
の
で
あ
る
が
、
そ
の
宗
主
に
ひ
き

い
ら
れ
た
宗
族
の
も
と
に
は
、
父
老
を
い
た
だ
い
た
郷
黛
が
多
数
存

在
し
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
宗
族
・郷
黛
の
維
持
の
た
め
に
、
卒
時
・

戦
時
を
と
わ
ず
豪
族
の
は
た
し
た
役
割
は
大
き
い
の
で
あ
る
。
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以
上
は
豪
族
勢
力
の
共
同
盟
的
側
面
を
指
摘
し
た
の
で
あ
る
が
、

三
長
制
以
前
の
豪
族
勢
力
に
つ
い
て
は
、
他
面
「
豪
彊
徴
数
、
公
賦

に
倍
す
」
と
い
う
こ
と
が
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
豪
族
勢
力
の
も

つ
地
主
制
的
側
面
を
し
め
し
た
言
葉
で
あ
ろ
う
。
上
に
の
ベ
た
共
同

盟
(
具
燈
的
に
は
宗
族

・
郷
黛
)
は
、

一
躍
個
別
経
営
を
も
っ
農
民
の

集
園
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
た
と
え
ば
古
典
古
代
に
お
け
る
よ
う
な
純

粋
に
卒
等
な
共
同
盟
で
は
な
く
、
豪
族
の
主
導
的
な
役
割
が
大
き
い

」
と
は
す
で
に
指
摘
し
た
。
こ
の
豪
族
や
父
老
ら
が
大
土
地
所
有
者

で
あ
り
、
家
内
奴
隷
の
所
有
と
な
ら
ん
で
、
多
数
の
小
農
民
を
隷
属

五
・
六
割
の
田
租
を
徴
集
し
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り

さ
せ
、

で
あ
る
。
た
だ
宗
主
制
に
あ
ら
わ
れ
た
豪
族
勢
力
は
、
こ
う
し
た
大

土
地
所
有
者
と
隷
属
農
民
と
の
閥
係
を
こ
え
て
、
周
遊
の
一
般
農
民

に
及
ん
だ
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
黙
に
か
ん
し
て
い
え
ば
、
豪
族
の
土

地
所
有
が
農
耕
地
に
か
ぎ
ら
ず
、
山
津
の
占
有
に
及
ん
だ
と
お
も
わ

れ
る
貼
を
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
き
の
均
田
制
護
布
の
詔
に
、

「富
強
な
る
者
山
津
を
弁
粂
す
」
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
新
聞

地
の
多
い
南
朝
の
場
合
に
は
、
こ
う
し
た
山
津
占
有
が
一
層
い
ち
じ

る
し
い
形
で
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
こ
の
黙
に
つ
い
て
は
、

山
津
占
有
に
た
い
す
る
園
家
的
干
渉
に
も
注
意
す
べ
き
で
あ
っ
て
、

南
朝
で
は
官
品
に
腹
心
た
占
有
の
制
限
が
お
こ
な
わ
れ
(
宋
書
阻
羊

玄
保
停
〉
、
北
説
で
も
し
ば
し
ば
「
山
、
揮
の
禁
」
が
お
こ
な
わ
れ
た
も

よ
う
で
あ
る
ハ
貌
窪
田
六
一顛
租
紀
皇
奥
四
年
、
同
比
高
祖
紀
太
和
六
年
係

等
)
。
こ
う
し
た
施
策
は
専
制
園
家
の
一
つ
の
基
盤
で
あ
る
「
公
団
」

を
集
積
す
る
の
に
役
立
っ
た
か
と
お
も
わ
れ
る
が
、

し
か
も
こ
の
よ

う
な
公
団
も
ま
た
し
ば
し
ば
豪
族
に
占
有
さ
れ
る
場
合
が
多
か
っ
た

の
で
あ
る
(
梁
書
三
武
帝
紀
大
同
七
年
係
〉
。
一
般
に
共
同
盟
の
特
徴

を
な
す
と
お
も
わ
れ
る
共
有
地
の
存
在
が
中
園
で
は
明
確
で
な
い
と

い
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
す
く
な
く
と
も
こ
の
時
代
、
以
上
の
よ
う
な
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豪
族
的
大
土
地
所
有
や
公
団
の
存
在
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
で
あ
ろ

う
と
も
か
く
豪
族
勢
力
の
共
同
盟
的
側
面
と
地
主
制
的
側
面
と
は
、

右
の
よ
う
な
形
で
く
み
あ
わ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

し
か
し
他

方
豪
族
の
大
土
地
所
有
制
の
遊
展
は
、
小
農
民
を
浪
落
さ
せ
、
共
同

髄
を
破
壊
す
る
役
割
を
も
は
た
す
の
で
あ
っ
て

し
た
が

っ
て
豪
族

勢
力
の
南
側
面
の
あ
い
だ
に
は
矛
盾
が
あ
り
、
豪
族
と
小
農
民
と
の

あ
い
だ
に
は
階
級
的
封
立
が
あ
る
と
お
も
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
矛

盾
は
い
う
ま
で
も
な
く
漢
代
よ
り
顕
在
化
し
て
い
る
が
、
漢
末
以
降

の
動
範
の
な
か
で
は
多
数
の
流
民
を
琵
生
し
、
そ
れ
ら
が
豪
族
勢
力



の
な
か
に
包
婿
さ
れ
た
し
、
永
嘉
の
観
な
ど
で
は
豪
族
自
身
が
大
規

模
な
移
動
を
お
こ
な
っ
た
の
で
あ
る
か
旬
、
豪
族
勢
力
の
俸
統
的
瞳

制
の
動
揺
も
い
ち
じ
る
し
く
な
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
。
さ
き
に
宗
主

制
の
例
'
と
し
て
あ
げ
た
李
魚
川
の
李
元
忠
の
宗
人
思
は
、

「
姦
侠
を

し
た
と
か

元
忠
の
族
叔
景
遺
は
、

招
致
し
て
以
て
徒
侶
と
震
」

「
亡
命
を
結
棄
し
て
共
に
劫
盗
を
震
し
、
郷
里
つ
ね
に
こ
れ
を
患」

っ
た
と
か
い
わ
れ
(
北
費
書
ニ
李
元
忠
停
〉
、
元
忠
が
、
霊
祭
を
ひ
き

い
て
自
衛
圏
を
つ
く

っ
た
と
き
、
命
令
に
し
た
が
わ
な
か

っ
た
も
の

三
百
人
を
斬
っ
た
と
俸
え
ら
れ
る
の
も
(
前
掲
北
史
同
侍
〉
、

そ
の
よ

う
な
情
勢
を
し
め
す
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
豪
族
を
頂
貼
と
す
る
郷
黛
の
秩
序
が
、
秦
漢
時
代

に
、
園
家
の
側
か
ら
載
す
る
い
わ
ゆ
る
爵
制
的
秩
序
に
よ

っ
て
正
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
と
い
う
指
摘
は
重
要
で
あ
る
。
し
か
し

そ
の
場
合
、
豪
族
の
形
成
す
る
一
定
度
の
自
律
的
秩
序
の
存
在
は
、

同

や
は
り
前
提
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
。
漢
帝
国
の

崩
壊
に
よ
る
園
家
権
力
の
後
退
後
、
宗
主
制
的
な
自
衛
圏
の
贋
汎
な
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結
成
が
み
ら
れ
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
豪
族
の
自
律
的
秩
序
の
展
開

と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
北
貌
の
場
合
「
宗
主
を
立
て
て
督

護
ナ
」
と
い
わ
れ
る
の
は
、
末
端
の
人
民
支
配
が
か
か
る
宗
主
制
的

秩
序
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
か
。
と
同
時

に
、
前
述
の
よ
う
な
豪
族
と
小
農
民
と
の
封
立
、
そ
れ
に
と
も
な
う

小
農
民
の
浪
落
は
、
園
家
と
豪
族
と
の
あ
い
だ
の
支
配
者
聞
の
封
立

こ
の
段
階
で
一
層
激
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
お
も
わ
れ

る
。
浪
落
す
る
小
農
民
ポ
園
家
の
直
接
支
配
と
そ
の
税
役
を
ま
ぬ
が

を
も
、

れ
て
、
豪
族
の
支
配
下
に
入
る
現
象
は
、
園
家
の
側
か
ら
「
蔭
附
」

と
稽
せ
ら
れ
る。

食
貨
志
に
「
貌
初
三
長
を
立
て
ず
、
故
に
民
多
く

蔭
附
す
、

蔭
附
す
る
者
皆
官
役
無
し
」
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

し
か
も
豪
族
の
支
配
下
に
入

っ
た
民
に
た
い
し
て
は
、
先
述
の
よ
う
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に
公
賦
に
倍
す
る
徴
数
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て、

こ
こ

に
農
奴
制
を
基
礎
と
し
て
、
分
権
的
な
封
建
領
主
と
し
て
豪
族
が
自

立
し
て
い
く
方
向
が

一
躍
み
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
他
方
李
沖
俸
の
方
に
は
、
小
農
民
の
隷
属
形
態
を、

「五

十
・
三
十
家
、

方
に
一
戸
を
震
す
」
と
記
し
て
お
り
、
こ
れ
と
同
様

ほ
ぼ
同
時
期
の
、
後
燕
滅
亡
後
建
圏
し
た
南
燕
の
治
下

工
杉

E
土
、

少
J
耳
凡
d
E
J
L
V

に
お
い
て
も
、

「或
い
は
百
室
戸
を
合
し
、

或
い
は
千
丁
籍
を
共
に

す
」
(
著
書
↑
一
一
慕
容
徳
載
記
〉
と
惇
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
現

寅
に
は
多
数
の
家
が
隷
属
し
な
が
ら
、
戸
籍
の
う
え
で
は
一
戸
の
形

を
と

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

豪
族
の
保
護
の
も
と
に
は
し
一
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っ
た
農
民
ら
は
、
豪
族
の
家
父
長
制
的
な
家
族
制
の
な
か
に
包
摂
さ

れ
、
戸
主
で
あ
る
豪
族
を
と
お
し
て
園
家
の
支
配
下
に
編
付
さ
れ
て

い
た
こ
と
を
し
め
す
も
の
で
あ
る
。
従
来
こ
の
よ
う
な
形
態
が
と
ら

れ
た
の
は
、
嘗
時
の
税
制
が
戸
を
翠
位
と
す
る
戸
調
制
で
あ
っ
た
こ

と
と
闘
係
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
戸
は
園
家
の

お
そ
ら
く
は
こ
の
よ

戸
調
を
負
携
す
る
存
在
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

う
な
小
農
民
の
家
々
を
内
包
し
た
擬
制
的
な
大
家
族
制
の
周
透
に

は
、
さ
き
に
も
の
ば
た
よ
う
に
、

一
躍
自
立
的
な
農
民
が
な
お
多
数

存
在
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
全
躍
と
し
て
宗
主
の
統
率
を
う
け
、
園

家
支
配
の
末
端
に
つ
ら
な
っ
て
い
た
と
お
も
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
個

々
の
豪
族
が
園
家
に
封
立
す
る
か
結
び
つ
く
か
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
候

嘗
時
の
豪
族
の
な
か
に

は
、
均
田
制
施
行
後
に
お
い
て
も
、
北
親
王
朝
の
支
配
を
う
け
つ
け

同

な
い
も
の
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
「
宗
主
を
立
て
て

件
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
と
お
も
わ
れ
、

督
護
す
L

の
語
の
と
お
り
、
宗
主
勢
力
が
王
朝
の
地
方
政
治
を
措
嘗

そ
れ
に
と
も
な
っ
て
上
記
の
よ
う
な
小
農
民
支
配
の
形

し
て
お
り
、

態
が
一
般
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
て
よ
い
と
お
も
う
。

(三〉

均
田
制
・
三
長
制
の
貫
現

均
田
制
と
三
長
制
の
い
ぎ
は
、
以
上
の
よ
う
な
情
況
に
た
い
し
て

り小
、農

均民
団を
制園
fi 家
ての
の
h 直
(工接
:三支
;に配
J 下
土問

寝返
有保

貫k
夫:
=す
長る
制も
はり
小で
農 、あ

民
の
共
同
盟
を
、

い
ず
れ
も
国
家
の
手
に
よ
っ
て
再
建
し
よ
う
と
す

る
政
策
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
三
長
制
が
李
沖
に
よ
っ
て
提
案

さ
れ
た
と
き
、
中
書
令
鄭
義
・
秘
書
令
官
同
一
師
・
太
尉
元
不
一・
著
作
郎
停
思

盆
等
の
反
射
が
あ
っ
た
が
、
文
明
太
后
の
断
に
よ
っ
て
貫
施
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
と
き
の
太
后
の
言
に
、

「
群
議

語
異
あ
り
と
雄
ど
も
、
然
れ
ど
も
惟
だ
繁
法
を
以
て
難
し
と
潟
す
」

。。

(
李
沖
侍
〉
と
あ
る
よ
う
に
、

反
針
論
に
共
通
す
る
貼
は
襲
法
の
困

難
を
い
っ
て
現
肢
の
維
持
を
は
か
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
食
貨

志
が
「
初
め
百
姓
み
な
常
に
循
う
に
若
か
ず
と
魚
す
、
豪
富
弁
乗
す

る
者
尤
も
願
わ
ざ
る
な
り
」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
豪
族
層
の
利

害
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の
よ
う
な
抵
抗
に
も

か
か
わ
ら
ず
こ
れ
が
賀
行
し
え
た
の
は
、
も
ち
ろ
ん
園
初
以
来
北
貌

の
園
家
権
力
が
し
だ
い
に
強
化
さ
れ
て
き
て
い
た
か
ら
で
は
あ
る

が
、
そ
れ
と
と
も
に
、
上
述
の
ご
と
く
停
統
的
な
農
民
の
共
同
盟
の

反
面
小
農
民
層
と
の
劃
立
を
内
包
し
て
い
る
と
い

首
長
で
あ
り
、

ぅ
、
嘗
時
の
豪
族
勢
力
の
複
雑
な
情
況
が
あ
っ
た
こ
と
を
注
意
し
な



い
わ
け
に
い
か
な
い
。

三
長
制
が
貫
施
さ
れ
た
こ
と
を
し
め
す
記
録
は
、

じ
三
八

j
H
F
O
 聞
耽

俸
に
、

大
和
中
初
立
三
長
、
以
妊
魚
定
戸
籍
大
使
、

と
あ
り
、
親
書
坦
尭
喧
俸
に
、

太
和
中
蓮
南
部
尚
書
、
子
時
始
立
三
長
、

喧
潟
東
道
十
三
州

使
、
更
比
戸
籍
、

と
あ
り
、
親
書
猷
張
葬
俸
に
、

初
一
弊
曾
祖
幸
所
招
引
河
東
民
魚
州
、
裁
千
徐
家
、
後
相
依
合
、

至
於
罷
入
糞
州
、
積
三
十
年
、
析
別
有
数
寓
戸
、
故
高
祖
比
校

天
下
民
戸
、
最
潟
大
州
、

同

と
あ
る
よ
う
に
相
嘗
あ
る
。
三
長
制
の
貫
施
の
た
め
地
方
に
使
節
を

涯
遺
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
本
紀
に
「
初
め
て
黛

・
里

・
郷
三

長
を
立
て
、
民
の
戸
籍
を
定
む
」
と
あ
り
、
李
沖
俸
の
太
尉
元
主
の

言
に
も
、

長
制
を
論
じ
て

「
校
比
民
戸
」

と
い

っ
て
い
る
よ
う

に
、
こ
の
制
度
の
貫
施
は
園
家
が
掌
握
し
た
土
地
と
人
戸
を
戸
籍
に

登
録
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
「
定
戸
籍
大
使
L

比
戸
籍
」

「
比
校
天
下
民
戸
」
等
の
語
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
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る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
従
来
の
戸
調
に
か
わ
っ
て
、
夫
婦
(
淋
)

を
車

位
と
す
る
租
調
が
課
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
が
、
こ
の
よ
う
に
従

来
豪
族
的
大
家
族
制
(
戸
)
に
内
包
さ
れ
て
い
た
夫
婦
中
心
の
小
家

族
(
家
)
を
直
接
掌
握
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
、
三
長
制
の
ね
ら

い
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

「
五
家
に

三
長
制
は
こ
れ
ら
小
家
族
の
家
々
を
つ
み
か
さ
ね
て
、

五
隣
に
一
里
長
を
立
て
、
五
里
に
一
黛
長
を
立
」

一
隣
長
を
立
て
、

(
食
貨
志
)
て
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ

の
よ
う
な
組
織
は
従
来
豪
族

勢
力
を
中
心
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
自
然
村
た
る
「
村
」
と
は
一
躍
別

個
に
、
園
家
に
よ
っ
て
あ
ら
た
め
て
他
律
的
に
編
成
さ
れ
た
も
の
と

考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
北
史
一
一
一
高
結
俸
に
は
、

西
亮
州
刺
史
で

あ
っ
た
か
れ
が
管
内
に
闘
争
校
を
設
け
た
こ
と
を
-
記
し
て
、

nv 
F
b
 

乃
鯨
立
講
率
、
黛
立
教
事
、
村
立
小
皐
、

同

と
あ
る
が
、

も
し
こ
の
記
事
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
人
民
の
集
落
は

「更

黛
と
村
と
の
二
本
立
て
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
し
め
す
の
で
あ
る
。

唐
代
で
も
里
と
村
と
が
一
雁
別
個
な
組
織
を
な
し
て
い
た
こ
と
が
参

一
九

照
さ
れ
よ
う
よ
貌
書

中

任

域
王
澄
俸
に
、
向
書
令
任
城
王
澄
が

「
利
園
湾
民
所
宜
振
奉
者
十
燦
」
を
上
奏
し
た
な
か
に
、

九
日
、

不
得
隔
越
相
領
、

障
近
弁

戸
不
満
者
、

三
長
禁
姦
、

合、
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と
あ
る
の
も
、
三
長
制
の
入
信
用
的
・
強
制
的
組
織
を
お
も
わ
せ
る
。

も
ち
ろ
ん
黛
・
里

・
隣
と
村
と
は
別
個
の
組
織
で
あ
り
な
が
ら
、
重

な
り
あ

っ
て

い
た
こ
と
は
首
然
で
、
三
長
に
は
「
郷
人
の
彊
謹
な
る

者
を
取
」
り
、

ざ
る
者
は
、
三
長
の
内
に
て
か
わ
る
が
わ
る
こ
れ
を
養
な
い
食
せ
し

「
孤
濁
・
嬢
老
・
篤
疾

・
貧
窮
の
自
ら
存
す
る
能
わ

む
しー

ハ
食
貨
士
山
)

民
間
の
共
同
僅
機
能

と
規
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、

が
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
お
も
わ
せ
る
。
た
だ
し
こ
の
文
も
の
ち

の
通
典
五
食
貨
賦
税
の
項
で
は
、
「
孤
濁
・
病
老

・
篤
貧
の
自
ら
存
す

る
能
わ
ざ
る
者
も
亦
一
人
役
に
従
わ
ざ
ら
し
む
」
と
な
っ
て
お
り
、

唐
代
で
は
周
知
の
と
お
り
こ
の
種
の
人
々
へ
の
給
回
が
な
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
っ
て
、
な
る
べ
く
は
園
家
が
直
接
に
個
々
の
農
民
の
維
持

を
は
か
ろ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
、
政
策
の
本
旨
が
あ
っ
た
と
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。

均
田
制
が
三
長
制
の
寅
施
と
相
ま
っ
て
は
じ
め
て
効
果
の
あ
っ
た

」
と
は
本
章
の
冒
頭
で
も
の
べ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も

長
制
に
く
ら
べ
て
均
田
制
、
な
か
ん
ず
く
回
土
の
還
受
が
質
施
さ
れ

た
こ
と
を
し
め
す
史
料
は
す
く
な
い
の
で
あ
る
。
周
知
の
と
お
り
戦

後
大
谷
文
書
の
研
究
に
よ
っ
て
、
唐
代
の
ト
ル
フ
ァ
ン
で
還
受
の
お

こ
な
わ
れ
・た
こ
と
が
判
明
し
た
が
、
最
近
池
田
温
氏
は
、
西
貌
の
大

統
十
三
年
(
忠
3
の
も
の
と
目
さ
れ
る
敦
埋
の
計
帳
様
文
書
(
ス
タ

イ
ン
漢
文
文
書
六
一
三
貌
〉
の
分
析
か
ら
、

」
の
地
方
で
は
一
た
ん
葺

来
の
土
地
所
有
関
係
を
清
算
し
た
の
ち
、
計
霊
的
地
割
を
途
行
し
た

ω
 

う
え
で
土
地
の
分
給
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
を
推
定
し
た
。
東
貌
の

は
じ
め
に
も
、
北
斉
書
「
高
隆
之
停
に
、

時
初
給
民
田
、
貴
勢
皆
占
良
美
、
貧
弱
威
受
清
薄
、
隆
之
啓
高

組
、
悉
更
反
易
、
乃
得
均
卒
、

と
い
う
記
録
が
あ
り
、
給
田
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ

る
し
、
北
貌
で
は
、
説
書
4
源
思
膿
俸
に
、

諸
銀
水
田
、
請
依
地
令
、
分
給
細
民
、
先
貧
後
富
、

-60-

と
あ

っ
て
、
北
鎖
で
は
令
制
に
よ
る
土
地
の
分
給
が
な
さ
れ
た
こ
と

が
明
瞭
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
田
令
の
規
定
は
け
っ
し
て
空
文
で
は

な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
右
の
限
ら
れ
た
史
料
か
ら
還
受
が
全
面
的

に
買
施
さ
れ
た
と
み
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

」
の
黙
に
か
ん
し
て
は
、
均
田
制
が
所
有
樺
の
未
設
連
な
祉
曾
に

生
ま
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
中
園
に
お
け
る
土
地
所
有
制
の
な
が
い

前
史
を
も
ち
、

土
地
の
不
均
衡
が
は
な
は
だ
し
く
な

っ
た
五
世
紀
の

時
貼
で
、
そ
れ
へ
の
劉
策
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
こ

と
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
例
の
李
安
世
の
上
疏
は
、

「
彊
宗



豪
族
」
と
一
般
農
民
と
の
あ
い
だ
に
争
わ
れ
て
い
る
土
地
の
婦
層
の

問
題
を
と
り
あ
げ
、
そ
れ
に
つ
い
て
、

「
争
う
所
の
回
、
宜
し
く
年

を
限
り
て
断
じ
、
事
久
し
く
明
ら
か
に
し
難
き
も
の
は
、
悉
く
今
の

五

主
に
属一
せ
し
む
べ
し
」
ハ
貌
書
三
向
侍
)
と
し
て
、
「
今
の
主
」
す

な
わ
ち
現
在
の
占
有
者
に
有
利
な
解
決
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
こ
の

上
疏
が
均
田
制
施
行
直
前
の
も
の
で
あ
る
か
、
三
長
制
施
行
後
の
も

の
で
あ
る
か
は
と
も
か
く
と
し
て
、
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
南
制
度
は

奮
来
の
民
一
回
と
そ
の
所
有
者
を
封
象
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
も
の
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
土
地
の
蹄
属
を
決
定
し
て
登
録
す
る
こ
と
が

ま
ず
必
要
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
際
李
安
世
は
現
在
の
占
有
者
に
有

利
な
決
定
が
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
意
画
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
き

-の
敦
煙
で
推
定
さ
れ
た
よ
う
な
奮
土
地
所
有
関
係
の
清
算
は
、
む
し

ろ
一
般
的
で
は
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
に
し
て
登
録
し
た
土
地
の
う
え
に
均
田
法
規

が
適
用
さ
れ
、

そ
れ
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
奮
来
の
民
有
地
の
う
え
に

-園
家
の
強
力
な
支
配
が
及
ぶ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
場

合
初
期
の
も
の
と
い
わ
れ
る
均
団
法
規
の
な
か
匂
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諸
桑
田
不
在
還
受
之
眠
、
但
逼
入
倍
因
分
、
於
分
雄
盈
、
不
得

以
充
露
国
之
敷
、
不
足
者
、
以
露
田
充
倍
、

と
あ
っ
て
、

こ
の
桑
田
の
規
定
に
よ
っ
て
奮
来
か
ら
の
所
有
地
を
世

し
か
し
そ
の
場
合

に

襲
で
き
た
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

も

諸
桑
田
皆
篤
世
業
、
身
終
不
還
1

恒
従
見
口
、
有
盈
者
無
受
無

題
、
不
足
者
受
種
如
法
、
盈
者
得
買
其
盈
、
不
足
者
得
買
所
不

足
、
不
得
費
其
分
、
亦
不
得
買
、
遁
所
足
、

と
い
う
規
定
が
あ
っ
て
、
桑
田
の
額
は
「
恒
に
見
口
に
従
う
」
も
の

で
あ
り
、

こ
の
規
準
内
に
お
い
て
の
み
貰
買
が
許
さ
れ
る
の
で
あ
る

一
た
ん
桑
田
の
規
定
が
適
用
さ
れ
た
ら
、
土
地
所
有
の
不
均

衡
の
調
節
こ
そ
さ
れ
、
不
均
衡
が
蹟
大
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ

た
と
お
も
わ
れ
る
。
そ
の
う
え
桑
田
を
「
露
国
の
敷
に
充
つ
る
を
得

、
ず
」
と
い
う
の
は
、
桑
田
と
露
国
と
を
峻
別
し
、
す
く
な
く
と
も
露

『
男
夫
四
J

田
の
う
ち
の
正
田
(
十
畝
)
だ
け
は
圏
家
が
謹
受
す
る
こ
と
を
前
提

と
し
て
こ
の
規
定
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
し
め
す
の
で
あ
っ

か
ら
、

-61一

て
、
あ
く
ま
で
圏
家
が
還
受
を
中
心
と
し
て
強
力
な
土
地
規
制
を
お

」な
う
こ
と
が
、

」
の
法
規
の
眼
目
を
な
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る

し
か
し
こ
の
よ
う
な
規
定
が
一
様
に
お
こ
な
わ
れ
る
た
め
に
は
、

よ
ほ
ど
土
地
に
徐
裕
が
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
現
貫
に
は
そ
の
よ
う
な
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」
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
貫
際
の
施
行
に
あ

た
っ
て
は
、

そ
の
地
域
や
時
期
の
篠
件
に
し
た
が
っ
て
修
正
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
黙
に
か
ん
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
規
定
が
あ

る。

諸
地
狭
之
慮
、
有
進
丁
受
回
、
市
不
繁
遷
者
、
則
以
其
家
桑
田

震
正
回
分
、

叉
不
足
、

家
内
人
別
減

又
不
足
、

不
給
倍
回
、

分
、
無
桑
之
郷
、
準
此
鴛
法
、

す
な
わ
ち
園
家
か
ら
授
田
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
が
で
た
場

合
、
貫
際
に
は
授
田
さ
れ
な
い
で
、
そ
の
家
の
桑
田
を
露
国
の
正
田

さ
ら
に
倍
回
分
は
顧
慮
せ
ず
、
家
内
の
各
人

分
に
あ
て
て
し
ま
い
、

の
割
首
額
さ
え
へ
ら
し
て
も
か
ま
わ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
た
い
へ
ん
融
通
の
き
い
た
規
定
で
、
北
競
で
は
唐
の
よ
う
な
狭
郷

の
語
も
狭
郷
の
規
定
も
存
し
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
場
合

々
々
で
遁
嘗
な
規
準
を
き
め
る
こ
と
が
法
の
上
で
も
で
き
た
の
で
あ

り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
還
受
の
お
こ
な
わ
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
え
た

と
お
も
わ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
場
合
に
も
均
田
制
は
け
っ
し
て
無
意

義
に
な
っ

て
し
ま
う
わ
け
で
は
な
く
、
園
家
は
土
地
と
第
働
力
を
戸

籍
に
つ
け
て
こ
れ
を
掌
揮
し
、
す
く
な
く
と
も
そ
の
移
動
に
巌
重
な

制
限
を
く
わ
え
て
階
層
分
化
の
進
行
を
阻
止
し
、
租
調
・
雑
役
を
徴

集
し
え
た
の
で
あ
右
。

均
田
制
と
三
長
制
が
奮
来
の
豪
族
勢
力
に
打
撃
を
あ
た
え
た
側
面

の
あ
る
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
豪
族
勢
力
は
そ
れ
に
よ

っ
て
浪
落
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
均
田
制
と
三
長
制
が
上
述
の
よ
う

に
園
家
に
よ
る
小
農
民
と
そ
の
共
同
盟
の
再
建
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

奮
来
の
共
同
瞳
を
支
配
し
て
い
た
豪
族
勢
力
は
、
均
田
制
・
三
長
制

を
基
礎
と
す
る
官
僚
健
制
の
な
か
で
、
支
配
階
級
と
し
て
の
地
位
を

保
ち
つ
づ
け
る
の
で
あ
る
。
均
田
制
の
施
行
が
い
わ
ゆ
る
一
世
曾
革
命

で
な
い
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
三
長
制
の
三
長
は
さ
き
に
も
の
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べ
た
よ
う
に
「
郷
入
の
彊
謹
な
る
者
を
取
る
」
こ
と
に
な
っ
て
い
た

が
、
北
競
末
の
記
事
に

「
今
の
三
長
は
皆
是
れ
豪
門
多
了
を
こ
れ
と

帰
す
」
説
書
一
」
草
R

ぎ
と
い
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
上
位
の
州
郡

牒
の
政
治
が
豪
族
に
握
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
北
朝
を
通
じ
て
か
わ
ら

な
い
。
北
朝
の
均
田
制
の
も
と
で
は
周
知
の
と
お
り
、
奴
稗
へ
の
給

回
を
と
お
し
て
大
土
地
所
有
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
す
べ
て
の
農
民

が
良
民
と
し
て
園
家
の
直
接
支
配
下
に
お
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

均
田
制
の
原
則
の
も
と
で
、
奴
稗
の
み
は
地
主
へ
の
隷
属
を
認
め
ら

れ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
時
代
奴
隷
制
を
蛮
展
さ
せ
る
現
質
的
僚
件
も

存
在
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
別
稿
で
指
摘
し
た
。
さ
ち
に
均
田
法
規



の
な
か
に
は
未
墾
地
を
民
に
貸
し
て
開
墾
さ
せ
た
り
永
代
私
有
を
許

す
規
定
が
あ
っ
て
、
こ
れ
が
豪
族
の
山
津
濁
占
に
利
用
さ
れ
、
惰
唐

に
お
い
て
奴
牌
給
田
は
か
わ
っ
て
官
人
永
業
団
を
輩
還
さ
せ
る
原

因

固

と
な
っ
た
こ
と
も
別
稿
で
推
測
し
た
。
た
だ
こ
の
よ
う
な
大
土
地
所

有
制
は
、
こ
の
段
階
で
は
あ
く
ま
で
均
図
的
小
農
民
を
基
礎
と
し
事

制

制
君
主
を
頂
黙
と
す
る
官
僚
制
支
配
に
寄

生
す
る
も
の
で
あ

っ
て
、

と
く
に
官
人
永
業
回
に
お
い
て
は
官
僚
制
的
な
階
層
秩
序
(
い
わ
ゆ

る
品
級
地
主
制
〉
の
貫
徹
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
慮
じ
て

豪
族
の
中
央
貴
族
化
、
宗
族
結
合
の
解
睡
も
す
す
む
の
で
あ
る
が
、

し
か
し
豪
族
H
貴
族
勢
力
の
全
瞳
的
な
浪
落
は
、
結
局
均
田
制
の
崩

壊
後
を
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

註
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ω
貌
書
李
安
世
停
は
周
知
の
と
お
り
、
李
安
世
の
上
疏
の
あ
と
に

「
後
均

国
之
制
起
於
此
失
」
と
つ
け
く
わ
え
て
い
る
が
、
上
疏
の
な
か
に
コ
ニ
長

銃
立
」
〈
但
し
冊
府
元
組
で
は
「
子
孫
統
立
」
と
な
っ
て
い
る
〉
の
語
が

あ
る
た
め
、
均
田
制
と
三
長
制
の
前
後
関
係
と
年
次
を
め
ぐ
っ
て
多
く
の

議
論
を
ひ
き
お
乙
し
た
。
こ
れ
ら
の
所
論
は
い
ま
で
は
松
本
善
海

「
北
貌

に
お
け
る
均
回
・
三
長
雨
制
の
制
定
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
(
前
掲
〉
に
よ

っ
て
批
剣
し
つ
く
さ
れ
た
観
が
あ
る
。
た
だ
融
制
前
の
議
論
が
李
安
世
の
よ

疏
と
均
田
制
護
布
と
の
関
係
を
前
提
と
し
て
論
を
立
て
て
い
た
の
に
た
い

し
、
西
村
一
万
佑

「
北
貌
均
回
孜
」
(
前
掲
〉
は
、
李
安
世
上
疏
を
均
田
制
か

ら
ひ
き
は
な
し
て
、
均
回
・
三
長
雨
制
施
行
後
の
も
の
と
し
、
松
本
氏
は

上
疏
の
文
を
二

つ
の
部
分
に
わ
け
で
、

一
山午
を
均
田
制
護
布
に
関
係
づ
け、

一
半
を
西
村
氏
の
ご
と
く
商
制
施
行
後
の
も
の
と
推
論
し
て
い
る
。
ζ

の

雨
設
は
注
目
す
べ
き
見
解
で
あ
る
が
、
上
疏
は
付
古
の
井
団
法
の
趣
旨
を

の
べ
た
部
分
、
口
現
献
を
の
べ
た
部
分
、

同
封
策
を
の
べ
た
部
分
か
ら
成

り
、
一
感
形
式
が
整
っ
て
い
て
、
こ
れ
を
二
分
し
て
付
を
い
き
な
り
国
の

冒
頭
に
結
び
つ
け
る
と
、
あ
ま
り
抽
象
的
な
議
論
に
な
り
す
ぎ
る
よ
う
に

お
も
わ
れ
る
。
ま
た
「
三
長
銃
立
」
の
語
を
ふ
く
む
口
の
部
分
の
内
容
は
、

均
田
制
施
行
の
詔
の
「
或
字
畝
畔
以
亡
身
」
の
語
に
ぴ

っ
た
り
で
あ
り
、

回
の
「
宣
更
均
量
」
も
均
田
制
設
布
後
の
提
案
と
し
て
は
不
自
然
で
あ

る
。
し
た
が

っ
て
西
村
・
松
本
一同
氏
の
設
に
も
疑
問
を
昼
す
る品跡
地
が
あ

り
そ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
、
李
安
世
停
の
説
明
を
ζ

こ
で
引

，用
す
る
こ
と
は
差
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

ω
清
水
泰
次
「
北
貌
均
回
考
」

(
東
洋
事
報
ニ
O
ノ
二
、
一
九
三
二
〉

は

最
も
乙
の
鮎
を
強
調
し
て
い
る
。
氏
は
「
富
強
者
弁
論
胤
山
海
」
と
い
う
語

と、

「
致
令
地
有
遺
利
」
と
い
う
語
は
相
容
れ
な
い
と
い
う
が
、

後
者
は

園
家
の
立
場
か
ら
み
て
土
地
が
一
般
農
民
の
利
用
に
ま
か
さ
れ
て
い
な
い

と
い
う
だ
け
で
あ
っ
て
、
そ
の
原
因
が
無
主
の
地
に
あ
ろ
う
が
併
兼
に
あ

ろ
う
が
か
ま
わ
な
い
で
あ
ろ
う
し
、

後
者
が
古
典
的
な
き
ま
り
文
句
で
あ

る
乙
と
も
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

川
山
戸
籍
に
つ
い
て
は
、
貌
書

刊
高
祖
紀
に
三
長
を
立
て
る
と
と
も
に
「
定

民
戸
籍
」
と
記
さ
れ
、
租
調
に

つ
い
て
は
、

‘食
貨
志
の
三
長
制
の
記
事
一中

に
程
調
の
法
規
が
掃
入
さ
れ
て
い
る
。
租
調
制
が
均
田
制
と
と
も
に
施
行

さ
れ
た
と
い
う
訟
も
あ
る
が
、
松
本
曲目
同海
氏
(
前
掲
論
文
〉
に
従
い
、
右

-63ー



190 

の
史
料
の
年
次
を
信
じ
て
差
支
え
な
い
と
お
も
わ
れ
る
。

ω
通
鑑
炉
三
旗
門
武
帝
永
明
三
年
僚
は
、
乙
の
食
貨
志
の
文
を
そ
の
ま
ま
均

田
制
施
行
の
傑
に
お
い
て
い
る
。
均
田
制
と
三
長
制
は
一
慢
の
も
の
で
あ

る
か
ら
そ
れ
で
も
通
ず
る
の
で
あ
る
。

刷
本
文
に
引
用
し
た
李
沖
仰
や
食
貨
志
の
文
は
、
断
片
的
な
事
象
を
支
配

者
の
脳
裡
で
綜
合
し
た
全
値
像
で
あ
LZ
か
ら
、

語
句
の
逮
闘
を
殿
密
K
踏

襲
す
る
の
は
か
え
っ
て
危
険
で
あ
り
、
以
下
に
は
倒
々
の
語
句
の

い
み
す

る
と
こ
ろ
を
そ
れ
ぞ
れ
深
め
て

一考
察
し
て
い
く
と
い
う
方
法
を
と
り
た

刷
「
立
宗
主
督
談
」
は
「
宗
主

・
督
設
を
立
つ
L

と
も
誠
め
る
。
督
護
は

東
膏

・
南
朝
に
多
い
が
、
北
裁
で
も
「
従
景
明
三
年
至
四
年
、
督
護
新
卒

・
安
定
二
郡
事
L

(

八
重
室
金
石
補
正

ト
皇
甫
駿
墓
誌
銘
)
、
「
究
州
城

局
参
〔
軍
〕

・
督
護
高
卒
郡
事
L

(

同
番
弁
英
高
繁
墓
誌
銘
)
等
の
用
例
が

あ
る
。
し
か
し
乙
れ
は
も
と
も
と
動
詞
か
ら
出
た
語
で
あ
り
、
宗
主
と
督

護
は
い
み
の
う
え
か
ら
い
っ
て
帥
叫
べ
て
用
い
る
の
は
お
か
し
い
か
ら
、
「
宗

主
を
立
て
て
督
説
す
」
と
鎖
む
の
が
正
し
い
。

問
貌
書
加
陸
務
停
に
、
「
被
有
以
爵
問
時
務
之
意
、
証
明
年
九
歳
、
殺
調

之
目
、
汝
租
東
卒
王
、
有
十
二
子
、
我
骨同
嫡
長
、
承
襲
家
業
、
今
巳
年

老
、
廊
汝
幼
沖
、
距
地
震
隆
氏
宗
首
乎
、
務
針
日
、
萄
非
闘
力
、
何
患
輩

稚
、
猷
奇
之
、
途
立
証
明
篤
世
子
」
と
あ
り
、
貌
番
目
社
鈴
仰
に
、
「
初

密
太
后
父
豹
、
喪
在
滋
陽
、
世
組
欲
命
迎
葬
於
鄭
、
調
司
徒
桜
池
田
、
天

下
諸
杜
、
何
魔
望
高
、
治
封
、
京
兆
篤
美
、
世
租
日
、
朕
今
方
改
葬
外

組
、
意
欲
取
京
兆
中
長
老
一
人
、
以
骨
雲
市
正
、
命
跡
両
端
哩
凶
事
」
と
あ
る
。

ω
貌
書
八

O
焚
子
鵠
停
に
、
「
後
出
除
散
騎
常
侍
本
将
軍
股
州
刺
史
、
属

品
回
阜
倹
、
子
鵠
恐
民
流
亡
、
乃
紡
有
粟
之
家
、
分
貸
貧
者
、
弁
遺
人
牛
易

力
、
多
種
ニ
姿
、
州
内
以
此
獲
安
」
と
あ
る
。
有
粟
の
家
が
貧
者
に
分
貸

す
る
と
い
う
ζ

と
が
上
述
の
よ
う
な
宗
主
の
機
能
と
し
て
存
在
し
た
と
す

れ
ば
、
さ
き
に
共
同
種
的
関
係
を
し
め
す
も
の
と
し
た
人
力

・
牛
力
の
交

換
も
、
具
値
的
に
は
宗
主
制
の
も
と
で
お
と
な
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
か
か

る
宗
主
制
的
秩
序
の
存
在
こ
そ
が
、
焚
子
鵠
の
施
策
を
可
能
に
し
た
の
で

は
な
い
か
と
お
も
わ
れ
る
。

川
那
波
利
貞
「
鴇
主
孜
」
(
東
亜
人
文
祭
報
二
ノ
四
、
一
九
四
三
〉
参

照。

帥

宮
川
尚
志
「
六
朝
時
代
の
村
に
つ
い
て
」

(
一
九
五

O
、
『
六
朝
史
研

究
・
政
治
枇
曾
篤
』
所
枚
)
、
宮
崎
市
定

「
中
闘
に
お
け
る
村
制
の
成
立
」

(
東
洋
史
研
究
一
八
ノ
四
、
一
九
六

O
)
参
照
。

ω
増
淵
随
夫
氏
は
「
戦
闘
秦
漢
時
代
に
お
け
る
築
図
の
『
約
』
に

つ
い

て
」
(
一
九
五
五
、

『
中
闘
古
代
の
蹴
曾
と
闘
家
』
所
収
〉
に
お
い
て
貌
士山

田
勝
侍
を
詳
細
に
分
析
し
、
田
勝
と
父
老
と
の
あ
い
だ
に
任
侠
的
心
情
的

結
び
つ
き
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
，

「
申
闘
古
代
闘
家
の
精
進
」

m
前
掲
〉

の
な
か
で
、
右
の
論
文
に
も
と

e

つ
い
て
、
共
同
般
的
性
格
を
指
摘
し
た
。

乙
れ
に
つ
い
て
は
氏
も
引
用
し
て
い

る
、
谷
川
道
雄

「
一
東
洋
史
研
究
者

に
お
け
る
現
賓
と
撃
問
」
(
『
新
し
い
歴
史
摩
の
た
め
に
』
六
八
、
一
九

六
O
〉
の
批
判
刊
が
影
響
し
て
い
る
と
お
も
わ
れ
る
。

ω
自
衛
闘
の
長
の
な
か
に
は
永
嘉
の
飢
時
の
郭
験
の
ご
と
く
、
ま
れ
に
は

「
徽
賎
」
の
出
身
の
も
の
も
あ
る
(
膏
書
出

向
停
〉
。
し
か
し
郭
駁
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は
同
郷
の
河
内
の
豪
族
陸
允
の
女
を
妻
と
し
て
お
り

(
太
卒
御
賢
一
足
八



人
事
部
健
所
引
前
飽
録
〉
、
太
守
盤
整
の
督
絡
で
あ
っ
た
乙
と
が
潟
主
た

ら
し
め
た
の
で
あ
今
、
こ
う
し
た
場
合
父
老
ら
の
支
持
も
あ
っ
た
と
お
も

わ
れ
る
。

ω
ζ
の
時
代
の
こ
と
を
記
し
た
否
害
等
に
は
し
ば
し
ば
「
流
人
」
の
語
が

出
る
が
、
乙
の
語
は
か
な
ら
ず
し
も
一
介
の
貧
民
を
し
め
し
た
も
の
で
は

な
く
、
大
規
模
な
豪
族
的
集
園
を
さ
す
場
合
が
多
い
。
と
く
に
問
書
話
題

滋
停
に
「
流
入
潟
主
」
「
行
主
」
等
と
あ
る
語
は
、
そ
の
よ
う
な
流
人
集

聞
の
指
導
者
を
し
め
す
語
で
あ
る
。

ω
西
嶋
定
生

『
中
園
古
代
帝
国
の
形
成
と
構
造
』
(
前
掲
〉
。

印
刷
増
淵
縞
夫
「
中
園
古
代
園
家
の
構
造
」
ハ
前
掲
)
は
こ
の
貼
を
強
調
し

て
い
る
。

側
漢
以
来
州
郡
懸
の
廊
吏
は
土
着
の
も
の
か
ら
任
ぜ
ら
れ
、
地
方
豪
族
に

よ
っ
て
鐘
ら
れ
て
い
た
が
、
乙
の
制
度
は
六
朝
時
代
に
も
う
け
ワ
が
れ
た

の
み
な
ら
ず
、
六
朝
で
は
州
郡
豚
の
長
官
や
将
軍
府
の
府
佐
に
も
そ
の

地
方
の
豪
族
が
任
命
さ
れ
、
世
襲
さ
れ
る

ζ

と
も
あ
っ
た
。
た
と
え
ば

越
郡
の
門
閥
李
曾
は
越
郡
太
守
と
な
り
(
貌
書
証
李
孝
伯
停
〉
、
同
郡

卒
糠
の
李
系
は
卒
練
豚
令
と
な
り
(
貌
害
程
李
順
停
〉
、

い
わ
れ
た
章
聞
は
成
陽

・
武
都
の
太
守
を
盤
任
し

。191

三
舗
の
冠
族
と

(
貌
番
目
撃
閣
待
)
、

土
谷
郡
の
豪
族
張
度
は
上
谷
太
守
と
な
っ
た
ハ
貌
書
区
張
度
侍
)
。
と
く

に
新
附
の
民
や
流
民
集
図
の
場
合
に
は
豪
族
の
長
官
任
命
を
闘
っ
た
場
合

が
多
い
〈
貌
書
坦
冠
讃
停
、
同
畑
雀
墜
胸
骨
、

、周
防
緯
畝
麟
停
)
。
余
遜

「
讃
貌
書
李
沖
縛
論
宗
主
制
L

(
中
園
科
摩
院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
ニ

O
下
、
一
九
四
九
〉
に
引
用
さ
れ
た
{
河
策
粉
陰
の
大
豪
族
務
副
聞
が
東
薙

州
刺
史
に
任
じ
た
例
ハ
北
史
活
躍
昨
韓
間
圃
β
、
南
燕
か
ら
授
院
し
た
張
局

が
張
幸
・
張
準
之
・
張
葬
の
三
代
に
わ
た
っ
て
東
育
州
刺
史
を
世
襲
し

た
例
(
貌
書
駄

張
務
停
〉
等
は
、
そ
う
し
た
新
附
の
豪
族
の

場
合
で
あ

る。

ζ

の
東
青
州
は
新
附
の
故
に
課
役
が
菟
ぜ
ら
れ
た
た
め
蔭
附
す
る

民
が
多
か

っ
た
と
い
う
〈
貌
書
4

韓
均
縛
)
。
以
上
の
よ
う
な
官
職
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
、
北
貌
前
期
の
地
方
政
治
が
、
地
方
の
貧
檎
を
握
る
豪

族
と
の
安
協
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
ζ

と
は
前

に
ふ
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。

仰

惰

書

巴
食
貨
志
所
載
東
耳
目の
限
客
法
に
、
「
客
皆
注
家
籍
」
と
あ
る

の
r
b、
乙
の
時
代
豪
族
の
被
保
護
民
に
た
い
す
る
支
配
が
、
一
般
に
家
父

長
制
の
枠
内
で
お
こ
な
わ
れ
、
園
家
の
編
籍
を
う
け
て
い
る
欣
況
を
し
め

し
で
い
る
の
で
は
な
い
か
と
お
も
う
。

側

貌

書

詰

李
安
世
停
に
、
「
初
庚
卒
人
李
波
、
宗
族
彊
盛
、
残
掠
生
民
、

前
刺
史
書
昨
道
樹
、
親
往
討
之
、
波
率
其
宗
族
拒
職
、
大
破
樹
軍
、
唱理母周
遇

逃
之
薮
、
公
私
成
患
、
百
姓
震
之
語
日
、
李
波
小
妹
、
字
薙
容
、
表
穏
逐

馬
如
谷
蓬
、
左
射
右
射
必
畳
雌
見
、
婦
女
尚
如
此
、
男
子
那
可
逢
、
安
世
設
方

路
、
誘
波
及
詩
子
姪
三
十
徐
人
、
斬
子
鄭
市
、
境
内
粛
然
」
と
あ
り
、
貌
害

調
蒔
胤
停
に
、
「
除
立
忠
帥
府
軍
河
北
太
守
、
郡
常
山
河
、
路
多
盗
賊
、
有

韓
・
馬
雨
姓
、
各
二
千
徐
家
、
侍
彊
滋
除
、
最
篤
殺
害
、
劫
綜
道
路
、
侵

暴
郷
閥
、
胤
至
郡
之
目
、
卸
政
其
姦
魁
二
十
鈴
人
、
一
時
裁
之
、
於
是
群

盗
傷
領
、
郡
中
諸
問
粛
」
と
あ
る
。

帥
緯
害
防
線
験
麟
俸
に
、
「
往
年
校
比
戸
貫
、
租
賦
軽
少
、
臣
所
統
湾
州、

租
粟
鎗
可
給
修
、
勝
無
入
倉
」
と
あ
る
の
も
、
一
二
長
制
の
施
行
を
さ
す
も
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の
と
お
も
わ
れ
る
。
「
租
賦
軽
少
」
と
い
う
の
は
、
乙
の
と
き
戸
調
か
ら

新
し
い
租
調
制
へ
移
っ
た
乙
と
を
し
め
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

側
貌
書
但
高
山
繭
仰
に
は
、
「
乃
豚
立
講
号
、
黛
立
小
皐
」
と
あ
っ
て
、

村
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
三
長
制
が
一
般
に
数
皐
を
も
据
賞
し
て
い
た
こ

と
は
、
貌
書
刊
高
祖
紀
、
太
和
十
有
一
年
冬
十
月
甲
戊
詔
に
、
「
可
下

諸
州
黛
盟
之
内
、
錐
賢
市
長
者
、
数
其
里
人
父
慈
子
孝
兄
友
弟
順
夫
和

委
柔
、
不
率
長
数
者
、
具
以
名
聞
」
と
あ
る
の
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

倒
池
田
温
「
均
田
制
|
六
世
紀
中
葉
に
お
け
る
均
四
制
を
め
ぐ
っ
て
1

」

(
『
古
代
史
講
座
八
・
古
代
の
土
地
制
度
』
一
九
六
三
)
。

岡

松

本
義国
海
前
掲
論
文
一
四
一
貫
は
、
貌
番
食
貸
士
山
等
に
の
せ
る
均
回
法

規
を
太
和
九
年
公
布
酋
時
の
も
の
と
推
定
し
て
い
る
。

倒
拙
稿
「
北
朝
の
均
図
法
規
を
め
ぐ
る
諮
問
題
」
(
前
掲
〉
九
九
頁
、
一

一
四
|.一
五
頁
。

帥
そ
の
駄
で
侯
外
庫
「
閥
子
封
建
主
義
生
産
関
係
的
一
一
些
普
遍
原
理
」

(
一
九
五
九
、
『
中
国
封
建
枇
合
同
土
地
所
有
制
形
式
問
題
討
論
集
』

所

枚
、
『
中
国
思
想
通
史
』
第
四
容
所
枚
「
第
二
・
三
・
四
谷
序
論
補
」
は

同
文
〉
の
よ
う
に
、
中
園
に
お
る
土
地
所
有
制
の
品
級
構
造
を
、
封
建
祉

曾
の
普
遍
的
な
階
層
制
に
よ
っ
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
見
解
に
は
直
ち
に

賛
成
し
が
た
い
。

あ

ヵ:

き

と

秦
漢
帝
園
の
支
配
瞳
制
を
個
別
人
身
的
支
配
と
よ
ぶ
の
は
最
近
の

一
つ
の
傾
向
で
あ
る
。
こ
の
言
葉
は
、
周
の
い
わ
ゆ
る
封
建
制
を
構

成
し
て
い
た
邑
共
同
盟
が
解
寵
し
て
、
農
民
の
小
家
族
形
態
と
個
別

経
営
が
成
立
し
、
こ
れ
を
園
家
が
直
接
掌
握
す
る
に
い
た
っ
た
憧
制

を
さ
す
も
の
と
し
て
、
現
在
の
研
究
史
の
段
階
で
は
一
腰
肯
定
す
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。
筆
者
が
均
田
制
を
、
漢
帝
園
崩
壊
後
の
あ
た
ら

し
い
情
勢
の
な
か
で
、
こ
の
よ
う
な
個
別
人
身
的
支
配
を
再
編
成
し

た
も
の
と
し
て
理
解
し
て
い
る
こ
と
は
、
本
文
の
行
論
中
で
あ
き
ら

か
に
な
っ
た
こ
と
と
お
も
う
。

た
だ
事
情
漢
帝
園
の
個
別
人
身
的
支
配
が
ど
の
よ
う
に
し
て
成
立
し

て
く
る
か
に
つ

い
て
は
、
今
日
相
異
な

っ
た
見
解
が
み
ら
れ
る
。
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つ
の
見
解
は
、
園
家
の
権
力
に
よ

っ
て
開
護
さ
れ
た
新
開
地
に
徒
民

さ
れ
た
人
民
の
う
え
に
新
し
い
郡
鯨
が
設
け
ら
れ
、
支
配
の
理
念
的

な
形
態
が
つ
く
ら
れ
る
と
す
る
も
の
で
あ
折
、
も
う
一
つ
の
見
解

は
、
秦
漢
帝
園
の
支
配
が
、
地
方
豪
族
の
一
般
人
民
に
お
よ
ぼ
す
吐

曾
的
規
制
力
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
て
い
る
と
す
る
も
の
で
あ
か
。
こ

の
二
つ
の
見
解
は
、
右
の
か
ぎ
り
に
お
い
て
・か
な
ら
ず
し
も
相
矛
盾

す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
秦
漢
祉
曾
の
基
本
的
な
性
格
を
考
え
る
場

合
に
は
、
皇
帝
権
力
の
上
か
ら
の
貫
徹
を
重
く
み
る
か
、
豪
族
の
自

律
的
秩
序
を
重
く
み
る
か
で
、
微
妙
な
ず
れ
を
み
せ
て
く
る
よ
う
に

お
も
わ
れ
る
。
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均
田
制
の
成
立
に
際
し
で
も
、
そ
の
前
提
と
し
て
あ
る
程
度
強
化

。さ
れ
た
園
家
権
力
が
形
成
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
そ

の
い
み
で
は
、
北
貌
初
期
の
徒
民
政
策
と
そ
れ
に
と
も
な
う
計
口
受

田
制
は
、
初
期
園
家
権
力
の
基
盤
を
な
し
た
と
お
も
わ
れ
る
黙
で
、

充
分
重
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
お
も
う
。

し
か
し
そ
れ
は
本

文
で
論
じ
た
よ
う
に
、

北
貌
初
期
の
特
定
の
篠
件
、
鮮
卑
吐
曾
に
お

け
る
農
業
生
産
力
の
低
さ
と
華
北
に
お
け
る
豪
族
従
曾
の
存
在
に
よ

っ
て
規
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
の
ち
の
均
田
制
に
そ
の
ま
ま

つ
な
が
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
全
園
的
な

州
郡
民
を
封
象
と
す
る
均
田
制
の
貫
施
を
考
え
る
に
あ
た

っ
て
は
、

あ
ら
た
め
て
豪
族
世
曾
の
動
向
を
分
析
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た

の
で
あ
る
。
秦
漢
か
ら
均
田
制
の
成
立
を
経
て
惰
唐
に
い
た
る
中
園

祉
曾
の
設
展
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
こ
う
し
た
豪
族
世
舎
の
饗
化
を

考
察
す
る
こ
と
な
し
に
は
不
可
能
の
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。

」
の
問
題
は
、
中
閣
の
事
界
に
お
け
る
「
中
園
封
建
一世
曾
土
地
所

有
制
形
式
問
題
」
と
よ
ば
れ
る
論
争
と
も
関
係
す
る
と
お
も
う
。
た
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だ
し
従
来
の
豪
族
研
究
は
、
日
本
で
も
中
園
で
も
、
大
土
地
所
有
制

内
部
の
経
営
に
闘
心
が
集
中
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
豪
族
と
そ
の

周
迭
の
小
農
民
と
の
関
係
を
も
ふ
く
め
て
、
全
慢
と
し
て
そ
れ
ら
を

規
制
す
る
共
同
盟
の
あ
り
か
た
明
、

そ
れ
と
か
ん
れ
ん
し
て
豪
族
勢

力
の
背
後
に
存
在
す
る
園
家
権
力
の
役
割
等
に
つ
い
て
、
も
う
す
こ

し
注
意
が
は
ら
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
お
も
う
。
こ
の
問
題
に
つ
い

て
は
、
本
稿
で
は
均
田
制
の
賞
施
に
直
接
か
ん
れ
ん
し
て
の
み
ふ
れ

た
の
で
あ
る
が
、
な
お
全
般
的
な
考
察
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
と
も
か

く
そ
こ
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、
豪
族
の
大
土
地
所
有
制
と
共
問
題
と
の

あ
い
だ
に
は
一

定
の
矛
盾
が
あ
っ
て
、
そ
の
展
開
が
園
家
の
直
接
的

な
土
地
規
制
を
必
要
と
す
る
均
田
制
を
生
み
だ
し、

豪
族
的
土
地
所

有
制
は
い
わ
ゆ
る
品
級
地
主
制
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
こ
の
品
級

地
主
制
は
封
建
的
階
層
制
の
普
遍
的
な
形
式
と
は
か
な
り
異
な
る
も

-67-

の
で
あ
り
、

均
田
制
に
基
礎
を
お
く
専
制
園
家
の
個
別
人
身
的
支
配

の
檀
制
に
依
存
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
注
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
お
も
う。

註ω
西
嶋
定
生

「
中
園
古
代
帝
国
の
形
成
と
構
造
』
(
前
掲
〉
第
五
章
。

ω
矯
淵
龍
夫
「
中
園
古
代
箇
家
の
構
造
」
(
前
掲〉。

ω
中
園
の
事
者
に
よ
っ

て
は
共
同
慢
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
な
い
で
は
な
い

が
、
そ
と
で
は
共
問
題
は
ふ

つ
う
前
時
代
の
遺
制
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て

お
り
、
首
該
一
位
曾
の
な
か
で
は
た
す
積
極
的
な
役
割
は
評
債
き
れ
て
い
な

(
一
九
六
四
・
一
一
-
一
一
三
〉


